
一般的なタトゥーが身体に刻まれるまでの流れ ──

カウンセリング
サイズや色、細かいディテールを直接話し合って決める。一生残るものだからこそ、この場で最終的な納得感を確かめる。

下書きの転写
出来上がったデザインを専用のシートで肌に写す。鏡を見ながら、身体の曲線や動きに合わせて最適な位置をミリ単位で調整する。

施術
衛生的な環境で、専用の道具を用いてインクを肌に定着させていく。デザインの複雑さによりますが、数十分から数時間をかけて仕上げる。

アフターケア
施術直後の肌は繊細な状態のため保護フィルムで保護し、数週間のセルフケア（保湿や清潔の維持）を経て、タトゥーは完全に定着する。

問い合わせ
まずはアーティストにインスタグラム等で DM をし希望するデザインや場所を伝える。言葉で伝えにくい場合は、参考画像などを用いてイメージを共有する。
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2025 年 6 月撮影

この 2 階空間は、タトゥーアーティストが施術以外の時間を過ごすための場所として計画した。作品を考える、休憩を取る、作業をする。そうした日常的な時間が、

スタジオの中にも必要だと考えた。同時にここは、関係が育った来訪者がふらっと立ち寄り、作業をしたり、会話を交わしたりできる場でもある。初めての人が無理

に入る場所ではなく、行き来を重ねる中での距離感を想定している。施術を行わない空間を作ることでタトゥーを一度きりの「特別な出来事」として終わらせるので

はなく、日常の中で関係がゆるやかに続いていく場をつくろうと考えた。

�F 中間領域

── 場所の選定

東京都内のタトゥースタジオの分布
2025 年 5 月時点で住所非公開のスタジオも多い

下北沢 st.

東京都内のタトゥースタジオを調べると、世田谷や渋谷といった新しいカルチャーに
寛容なエリアに多く集まっている。なかでも、古着や演劇、音楽が当たり前に混ざり
合う下北沢。 この街の自由な空気感のなかであれば、これまでどこか遠い存在だった

タトゥーも、一つの文化として自然に街に溶け込めるはずだ。目指すのは、日常の風
景のなかにスタジオを構えること。 街の賑わいと境界なく混ざり合いタトゥーと社会が

「ごく普通の接点」を持てる場所を、この街につくりたい。

小田急小田原線・京王井の頭線
「下北沢」駅徒歩約 3 分
東京都世田谷区北沢二丁目 32 番 7 号

多様な表現者が関わるスタジオ ──

このスタジオには、彫り師だけでなく、美大出身者や作家など多様な背景をもつ表現者が集う。
彼らの多くは、優れた感性を持ちながらも、一人で活動し続けるなかで社会との接点を見出す難しさに直面している。

一人の創作から

ここで、表現者は「タトゥー」という新たな対話を手にする。依頼者の記憶や想いと、表現者の個性が重なり合うことで、
一方的な提示ではない「双方向の創作」が始まる。誰かと向き合い、言葉を交わしながらかたちを立ち上げるプロセスは、創作の新たな喜びとなる。

対話へ

そうして生まれた作品は、依頼者の肌を通じ、日常の風景へと溶け出していく。このスタジオは、単なる施術の場ではない。
タトゥーが持つ対話の力を介して、表現者が社会のなかで自分の居場所を見つけ、歩み続けるための拠点である。
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︑
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�� 後日ジャグアタトゥーを体験
次は何を染めよう ...?

�� 2 階のオフィスに立ち寄る（いつもの居場所）
アーティストとの対話を通じて自分というものを言葉にしていく

�� まずはジャグアタトゥーを通して感覚を確かめる
足を運ぶうちに、場所や人との関係が自然と深まっていく

�� 十分に時間を重ねたうえで、タトゥーを選ぶ
迷う時間も含めて過ごせたことが、決断を支えている

B さんの体験

30 歳／社会人・表現活動をしている
すでにタトゥーに肯定的

でも「何を刻むか」は決めきれていない

�F ジャグアタトゥー施術室
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タトゥーの種類例

太い輪郭線と鮮やかな原色が特徴
水夫の歴史から生まれた
欧米の伝統的なスタイル

アメリカントラディショナル

メキシコ系文化に由来
家族や信念を黒とグレーの滑らかな

グラデーションで表現

チカーノ

シングルライナー

極細の針一本のみで描く技法
肌に馴染むような

極めて繊細なラインが魅力

ポートレート

写真のような写実的な描写
人物や動物の顔を

その眼差しまで精密に再現

カラーリアリズム

多彩な色を重ね
実物のような立体感を出す手法
絵画のように鮮やかな仕上がり

B&G（ブラック＆グレー）

黒インクの濃淡だけで描く
最も普遍的な様式

時の経過とともに、渋い品格が増す

アブストラクト

具体的な形を持たない
抽象的なデザイン

感情やエネルギーを
自由な筆致や飛沫で描く

和物

日本の伝統的な刺青様式
浮世絵を源流とし身体の曲線に

沿ったダイナミックな構図が特徴

ドットワーク

無数の「点」の集まりで描く技法
幾何学模様など

緻密で不思議な奥行きを生み出す

ラインワーク

線の美しさに特化した表現
余白を活かしたシンプルな構成で

洗練された印象を与えま

ネオトラディショナル

伝統様式に現代的な色彩や
立体感を加えたもの

華やかで装飾性の高いデザイン

コリアンスタイル

韓国発のトレンド
パステルカラーや可愛らしい図案が多く

アクセサリー感覚で楽しめ

レタリング

文字を主役にするスタイル
フォントの造形そのものを楽しみ

言葉に強い意味を込められる

ヲタトゥー

アニメやマンガの
キャラクターを刻む文化
二次元の芸術を肌の上で

表現する現代の形

針を高速で上下させ、皮膚にインクを定着させるための機器。タトゥーマシーン

皮膚に色を入れるための専用インク。色ごとにボトルで管理される。タトゥーインク

インクを小分けにして置くための容器。施術中の衛生管理に用いられる。タトゥーインクキャップ

皮膚にインクを入れるための針。用途や線の太さにより種類が異なる。タトゥーニードル

マシーンの持ち手部分に巻き、滑り止めや振動軽減のために使用される。グリップテープ

インクの希釈や施術中の拭き取りに使用される、成分を含まない水。精製水

施術中に皮膚の保護や滑りを良くするために使用される。ワセリン

インクや血液を拭き取るために使用される使い捨ての紙キッチンペーパー

ワセリンを直接手で触れずに取るための使い捨ての木製棒木製スパチュラ

皮膚や器具周辺を消毒するために使用されるアルコール消毒液

下絵を皮膚に転写するための図案を出力する機器ステンシルプリンター

デザインを転写するために使用される専用の紙ステンシルペーパー

下絵を皮膚に定着させるための液体。施術前の準備に使用されるステンシル転写液

施術時の衛生管理のために着用される使い捨て手袋ゴム手袋

── タトゥー施術用品例
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ち
ょ
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え
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①︹
彫　
チ
ョ
ウ　
︺﹁
彫
る
﹂
行
為
そ
の
も
の
︒
思
い
を
肌
に
刻
む
と
い
う
こ
と
︒

②︹
韻　
イ
ン　
︺
ひ
と
り
ひ
と
り
異
な
る
音
や
響
き
の
よ
う
な
も
の
︒③︹
世
絵　
ヨ
エ　
︺ 

一
¦
現
在

の
世
を
生
き
る
人
々
の
感
情
や
価
値
観
を
表
し
た
表
現
︒
二
¦
同
時
に
︑
未
来
の
世
の
あ
り
方
を
予
感

さ
せ
る
像
︒︻
岡
井
研
究
室
　
菊
地
原
沙
季
︼

｜

｜

｜

｜

｜

｜

タ
ト
ゥ
ー
は
︑
い
ま
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か

•

法
制
度
と
社
会
的
イ
メ
ー
ジ

•

家
族
・
親
世
代
の
視
線

•

温
泉
・
公
共
施
設
で
の
制
限

•

就
職
・
接
客
業
に
お
け
る
制
限

長
岡
造
形
大
学 

学
生
・
教
職
員
等 

約���

名
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
タ
ト
ゥ
ー
を
入
れ
て
い

な
い
理
由
と
し
て
﹁
仕
事
で
不
利
に
な
り
そ
う
﹂

と
い
う
回
答
が
全
体
の
　
　 

を
し
め
た
︒

タ
ト
ゥ
ー
は
﹁
見
え
る
こ
と
﹂
そ
の
も
の
が
評
価
の

対
象
に
な
り
や
す
い
︒

��
%

観
光
庁
︵����

年
︶
の
調
査
で
は
︑
温
泉
・
宿
泊
施
設
の

　
　
が
タ
ト
ゥ
ー
の
あ
る
利
用
者
の
入
浴
を

断
っ
て
い
る
︒
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
﹁
温
泉
や

プ
ー
ル
に
入
れ
な
く
な
る
か
ら
﹂
と
い
う
理
由
が
タ
ト
ゥ
ー

を
入
れ
て
い
な
い
理
由
の
最
多
回
答
︵
　
　
︶
だ
っ
た
︒

��
%

��
%

﹁
な
ん
と
な
く
怖
い
﹂﹁
反
社
会
的
そ
う
﹂
な
ど

親
世
代
を
中
心
に
︑
タ
ト
ゥ
ー
に
対
す
る
拒
否
感
は

感
覚
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
タ
ト
ゥ
ー
を
怖
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

人
が
　
　
と
い
う
結
果
も
見
ら
れ
た
︒

��
%

日
本
で
は
︑
タ
ト
ゥ
ー
を
巡
っ
て
﹁
医
療
行
為
な
の
か
︑

芸
術
行
為
な
の
か
﹂
と
い
う
議
論
が
長
く
続
い
て
き
た
︒

����

年
︑
最
高
裁
は
装
飾
目
的
の
タ
ト
ゥ
ー
施
術
は
医
療
行

為
に
あ
た
ら
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
︒
し
か
し
法
的
整
理

が
進
ん
だ
現
在
で
も
社
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
︒

ミ
イ
ラ(

ア
イ
ス
マ
ン)

の
身
体
に
は
︑
痛
み
の
あ
っ
た

箇
所
と
一
致
す
る
位
置
に
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
た
︒

タ
ト
ゥ
ー
は
︑
身
体
の
不
調
と
向
き
合
う
た
め
の
実
践

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
る
︒

タ
ト
ゥ
ー
は
︑
本
来
ど
の
よ
う
な
行
為
だ
っ
た
の
か

•

治
癒
と
し
て

•

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て

マ
オ
リ
の
モ
コ
で
は
︑
出
自
や
役
割
︑
生
き
方
が
顔
に

刻
ま
れ
た
︒﹁
何
者
と
し
て
生
き
て
き
た
か
﹂
を
身
体
に
表
す

行
為
で
あ
り
隠
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒

•

信
仰
や
祈
り
と
し
て

古
代
エ
ジ
プ
ト
や
マ
オ
リ
社
会
で
は
タ
ト
ゥ
ー
は
信
仰
や

祈
り
︑
共
同
体
へ
の
帰
属
を
示
す
行
為
だ
っ
た
︒

装
飾
で
は
な
く
社
会
と
自
分
を
結
び
つ
け
る
表
現
で
あ
っ
た
︒

•

刑
罰
の
刺
青
と
︑
芸
術
と
し
て
の
彫
り
物

江
戸
時
代
日
本
で
は
罪
人
を
識
別
す
る
た
め
の﹁
入
墨
﹂

と
美
や
粋
を
表
す
身
体
表
現
と
し
て
の﹁
彫
り
物
﹂

が
異
な
る
意
味
を
持
つ
行
為
と
し
て
併
存
し
て
い
た
︒
刑
罰
の

記
憶
が
強
く
残
っ
た
こ
と
で
本
来
別
の
文
脈
で
行
わ
れ
て
い
た

表
現
ま
で
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

•

仕
事
と
覚
悟
を
背
負
う
身
体
表
現
と
し
て

江
戸
時
代
の
火
消
し
や
鳶
職(

と
び
し
ょ
く)

︑
近
代
ア
メ
リ
カ

の
船
乗
り
た
ち
は
︑
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
仕
事
を
し
て
い
く

中
で
︑
タ
ト
ゥ
ー
は
自
分
の
生
き
方
へ
の
誇
り
を
身
体
に

刻
む
行
為
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
︒

タ
ト
ゥ
ー
を
ど
う
捉
え
直
す
か

タ
ト
ゥ
ー
は
︑
刑
罰
や
信
仰
︑
仕
事
や
生
き
方
の
象
徴
な
ど
︑
時
代
や
社
会
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を

担
っ
て
き
た
︒

日
本
で
は
と
く
に
刑
罰
と
し
て
の
入
墨
の
歴
史
や
︑
近
代
以
降
に
強
ま
っ
た
反
社
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り

タ
ト
ゥ
ー
は
長
く
﹁
危
険
﹂﹁
信
用
で
き
な
い
も
の
﹂
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
き
た
︒
そ
の
影
響
は
︑
現
在
の

社
会
に
も
残
っ
て
い
る
︒

タ
ト
ゥ
ー
が
問
題
視
さ
れ
る
背
景
に
は
そ
の
行
為
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
︑
見
え
た
瞬
間
に
過
去
の
イ
メ
ー

ジ
が
呼
び
起
こ
さ
れ
て
し
ま
う
構
造
が
あ
る
︒
否
定
的
な
評
価
は
︑
個
人
の
判
断
と
い
う
よ
り
︑
社
会
が
長
い

時
間
を
か
け
て
つ
く
っ
て
き
た
見
方
の
表
れ
な
の
で
は
な
い
か
︒

タ
ト
ゥ
ー
に
対
す
る
受
け
取
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
好
意
的
に
受
け
止
め
る
人
も
い
れ
ば
︑
距
離
を
感
じ
る
人

も
い
る
︒
そ
う
し
た
感
じ
方
の
違
い
は
︑
ご
く
自
然
な
も
の
で
あ
る
︒

一
方
で
︑
そ
の
違
い
が
制
限
や
排
除
と
い
う
か
た
ち
で
扱
わ
れ
て
き
た
現
状
も
あ
る
︒
本
計
画
で
は
好
き
か
嫌

い
か
と
い
う
感
情
の
対
立
を
越
え
て
︑
ま
ず
は
タ
ト
ゥ
ー
が
社
会
に
ひ
ら
か
れ
た
存
在
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
︒

タトゥーを感情や記憶を形にする芸術行為として捉え直し、
その価値が社会に共有されていく場を提案する

そのため

A さんの体験

22 歳／大学生
タトゥーに興味はあるけど、親や就職が気になっている

「いつかは…」と思っているが踏み出せない

�� ふらっと立ち寄りカウンターでタトゥーの歴史や表現を知る
「表現の選択ができる場所」だと分かる

�� 時間を予約し、彫り師やスタッフと雑談
不安（就職・親・怖さ）をそのまま話す

ボディジュエリーを体験
残らない表現だからこその気軽さが楽しい！��

C さんの体験

20 代後半 / 社会人
公務員のため見た目が評価に直結する

本人は中立～やや肯定派

�� 友人や SNS がきっかけで興味があり訪れた
怖さと好奇心が半々

�� タトゥーの意味や背景を知り、自分の状況を整理した結果
「今は選ばない」という判断に至る

�F 平面図 S=�/��

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

5095

1330
1005

910
1850

11350

3470169097917003510

A

カウンセリングエリア

ジャグアタトゥー
施術室

── 選ぶことができる場所

皮膚の最も外側にある「表面」ヘアプローチする。肌を傷つけないボディジュエリーは、その日の気分で
自由に付け替えられる軽やかさを持つ。日常の延長として、まずは自分の身体を彩る楽しさに触れる入り口となる。

ボディージュエリー

表皮の一部である厚さわずか 0.02mm の「角質層」を染め、約 2 週間をともに過ごす。その表現を身体の一部として
永く留めるのか、あるいは別の形を探すのか。この「共生」は、自分らしい表現の見つけるための時間となる。

ジャグアタトゥー

エフェメラルタトゥーと同じく「真皮層」へのアプローチ。想いの形と長い時間をともにする表現である。
一時的な装飾とは異なり、身体と記憶の一部として残り続ける。タトゥー

皮膚の神経や血管が通る「真皮層」へとインクを入れるが数年で自然に消失する。一生残す決断には至らなくても、
一定期間だけ想いを肌に留めておきたい場合に適した選択肢。

エフェメラルタトゥー

「今日はかたちにしない」 この結論もまた、自分と真摯に向き合ったひとつのポジティブな結果である。ひとつの答えを正解とするのではなく、
対話の先に「今の自分に最も心地よい在り方」を見つけること。それが、このスタジオが最も大切にしている姿勢である。
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EV

ボディージュエリー
施術室

タトゥー施術室 A

──痛みを和らげるアプローチ

タトゥーの痛さレベル

高

施術前日に守ること

睡眠をとる 食事をとる 飲酒を控える 日焼けを控える

痛みを伴う行為であるからこそ、
五感に働きかける空間によって感覚的に和らげることを試みる

嗅覚
木材を用いた空間構成

檜からはじまる素材の香り

味覚
施術前のウェルカムドリンク

香りのあるハーブティー

聴覚
自然環境音（水・風・木々のざわめき）

布や和紙を用いたやわらかな遮音

触感
室内温度・湿度の調整

肌に触れる素材

照度を抑えた間接照明

視覚

温かみのある色味を基調


